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 東京電力福島第一原子力発電所の汚染水処理に伴い発生する使用済みゼオライトを対象に，ガラス固化

体試料の浸出性の評価を行った．模擬使用済みゼオライトをホウ酸塩ガラスによりガラス固化を行った結

果，Cs の保持性能に影響を及ぼすことが確認された． 
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1. 緒言 東京電力福島第一原子力発電所から発生する Cs 等を吸着した使用済みゼオライトの処理方法と

して様々な研究が行われている．特に焼成固化では，Cs を吸着したゼオライトが焼結により CsAlSi2O6（ポ

ルサイト）を形成し，Cs 浸出率を著しく低下させることが確認されている[1]．そこで本研究では，使用済

みゼオライトをポルサイトとして廃棄体にするため，ホウ酸塩ガラスによるガラス固化に着目し検討を行

った．  

2. 実験方法 模擬使用済みゼオライトはX型ゼオライト(molecular sieve 13x)にCs(I)を飽和吸着させたもの

とし，ホウ酸塩ガラスには Na2O-ZnO-B2O3ガラス(B-0.5Na-0.5Zn：mol 比)を用いた[2]．模擬使用済みゼオラ

イト及びNa2O-ZnO-B2O3ガラス(重量比 1：1)をアルミナ坩堝に入れ，電気炉内で 1100 ℃で 1時間の溶融後，

急冷・徐冷をすることでガラス固化体試料を作製した．また，模擬使用済みゼオライトのみで 1100 ℃で 1 時

間の焼結を行ったものも作製した (Cs-13x)．これらを用いて PCT-B 試験を行った．加えて，PCT-B 試験と

同様の試料を用いてカラム浸出試験を行った．カラム浸出試験は，90 ℃に設定したガラスカラムに 3 g の

試料を充填し，流速 0.5 cm3･min-1の上向流で通水した．流出液は 10 cm3ごとに分取し，原子吸光光度計で

Cs(I)の定量分析を行った．  

3. 結果 PCT-B 試験による規格化浸出量(NLi)は Cs-13x で 3.41×10-3 g･m-2であり，ガラス固化体試料で 4.87 

g･m-2であった．DOE による基準は 2 g･m-2であることから，耐水性の観点において Cs-13x は性能を満たし

ているが，ガラス固化体試料は性能を満たしていないことが確認された[3]．図 1 にガラス固化体試料 (図

中：Cs-13x/Glass) 及び Cs-13x の規格化浸出量の経時変化を示

す．Cs-13x からの Cs の溶出はほとんど確認されなかったが，

時間経過に伴い Cs の溶出が増加していることが確認された．

一方，ガラス固化体試料からの Cs の溶出は，Cs-13x の溶出挙

動と大きな差異が確認された．これらのことから，ホウ酸塩

ガラスにより Cs-13x を固化した場合，耐水性に影響を及ぼす

ことが示された．  
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図 1 ガラス固化体試料(Cs-13x/Glass)及び 

Cs-13x の規格化浸出量(Cs)の経時変化 
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